
第６学年 国語科学習指導案 
                         日 時 平成１８年９月２６日（火）５校時 
                         児 童 男１５名 女１３名 計２８名 
                         指導者 皆川 晃宏 
１ 単元名 生き方・考え方を読み取ろう 
  教材名 「海の命」   
 
２ 児童について 
  昨年度の 6学年の国語学習定着度調査結果より、県からは「叙述に即して人物像をとらえる」問題
の正答率が低い（３６％）ことが示された。また、久慈教育事務所からは、「文章構成や人物像をと

らえて読む力」が不足していると出されている。また、ＰIＳA調査（読解力）の結果を見ると、教材
を正確に読み取った上で、その教材に書かれていることを根拠として自分独自の解釈を述べる問題に

なると、日本人の無答率が高くなることが明らかとなった。本校の６年生の子供たちを見ても、自分

なりの考えをもつことを苦手としている子供が多い。そこで、本教材の学習では、子供たちに「人物

像（生き方・考え方）をとらえて読む力」をつけさせるとともに、「読み取った人物像に対しての自

分の考えをもつ力」をつけさせたいと考える。 
 
３ 教材について 
  教材「海の命」は、海という大きな自然を舞台に、主人公の太一が成長していく姿が描かれている。

太一は、成長していく過程で生き方・考え方が大きく変化していく。この変化には、周囲の人 （々父、

与吉じいさ）や海、瀬の主であるクエの存在が大きくかかわってくる。特に、父を死に追いやった巨

大なクエと出会うことによって、太一の生き方・考え方は大きく変化する。父を死に追いやったもの、

だからこそ自分の手でしとめなければいけない存在であったクエが、「海の命」そのものとして守る

べき存在へと太一の中で大きく変化するのである。そして、「海の命」とともに生き続けるという太

一の生き方へとつながるのである。 
この太一の生き方・考え方の変化をとらえるための手がかりとなる言葉や行動・様子が各段落にち

りばめられている。そのため、子供たちが主人公の生き方・考え方の変化を読み取るとき、様々な読

みの視点で読み取ることができる。主人公の表情の変化で読むこともできるし、行動の比較で読むこ

ともできる。また、周囲の人物の言葉から読むことできる。このことから、本教材は、子供たちが、

様々な視点を持って主人公の生き方を読み取るのに適した教材であると考える。 
   
４ 指導にあたって 
  「人物像（生き方・考え方）をとらえて読む力」、「読み取った人物像に対して自分の考えをもつ力」

を子供につけるため、以下のような指導をしていきたい。 
・「見通す」の段階では、子供たちに太一の人物像（生き方・考え方）を読み取ることへの目的意識

をもたせたい。まず、教科書を見せず、教師が読むのを子供たちに聞かせる。そして、瀬の主と対

峙する場面までで読むのをいったんやめ、この後のストーリーを子供たちに自由に考えさせる。ほ

とんどの子供たちは、「父のかたきである瀬の主をたおす」というストーリーを予想するであろう。

その後、続きを読んで聞かせる。子供たちは、「なぜ、瀬の主を殺さないのか」疑問をもつであろ

う。そして、「瀬の主との出会いによって、太一の気持ちが大きく変わったからこそクエを殺さな

かったのではないか」という読みの見通しをもたせたい。 
・「深める」の段階では、「瀬の主に出会うことによって太一の気持ちはどのように変わったのか」と

いうテーマで、読み進めていく。太一の変容をとらえるために、まず、太一の言動をとらえさせ、

一つの表にまとめさせる。また、同時に周囲の人々やクエの言動についてもまとめさせる。そして、

山場であるクエと対峙する場面に焦点をあてて話し合うことで、「太一の気持ちの変化」について



の子供たちの読みを交流させたいと考える。読みを交流させる際には、単なる出し合いにならない

ように、どの言葉、行動から読み取ったのか根拠を明確にして話すようにさせたい。 
・「まとめる」の段階では、太一の考え方がどのように変化したのか、太一の選んだ生き方について

どう思うのか、まとめる活動を行う。もう一度全文を振り返らせ、文中の言葉を根拠としてまとめ

ることを意識させる。 
・「広げる」の段階では、立松和平の「いのち」シリーズを読み、主人公の人物像（生き方・考え方）

について考えをまとめさせ、交流する活動を行う。海の命の学習を通してつけた力、（人物の行動

や言葉、周辺とのかかわりから主人公の人物像（生き方・考え方）をとらえる力）を生かして、自

分だけの力で本を読み取らせたい。そして、互いの読みを交流させることで、子供たちの考えを深

めたり広げたりしていきたい。 
 
５ 単元の目標 
 ◎主人公の生き方・考え方の変化を言葉や行動、周囲とのかかわりから読み取り、それに対する自分

の考えを持つことができる。  
 
６ 単元の評価規準 

国語への関心・意欲・態度 読む能力 書く能力 言語についての知識・理解・技能 
・登場人物の生き方・考え方を

言葉や行動を根拠に考えたり、

自分の考えをまとめたりしよう

としている。 

・登場人物の言葉や行動・様子

を根拠に主人公の生き方・考え

方の変化について読み取るとと

もに、それについて自分の考え

を持っている。  （読む能力） 
・「生き方」についての自分の考

えが伝わるように、工夫して書

いている。    （書く能力） 

・物語の構造について理解して

いる。 
・分からない語句について、辞

書を利用して調べている。 
 

 
７ 学習指導計画（11時間） 
段

階 ねらい 時

間 学習活動 評価基準と評価方法 

見

通

す 

 教材文を読み、大まか

な内容をつかみ、学習の

見通しをもつ。 
１ 

・太一の生き方・考え方につ

いて疑問や感想をもつ。（１）        

関 太一の生き方・考え方につ

いて進んで疑問や感想をもと

うとしている。（発表・ノート） 
言 ５段落で太一の気持ちが大

きく変わる構造になっている

ことを理解している。 
・太一や周囲の人々の言葉や

行動をとらえる。   （２） 
読 太一や周囲の人々の言葉や

行動をとらえ、まとめている。 
       （ワークシート） 
言 難語句について、辞書を利

用して調べている 
       （ワークシート） 

深

め

る 

 太一の生き方・考え方

の変容をとらえ、意見を

交流する。 

３ 

・太一の気持ちが大きく変化

した山場について考える。 
        （１）本時          

読 行動や言葉、周囲とのかか

わりから、太一の気持ちの変

化を読み取っている。    

       （ワークシート） 



・太一の生き方・考え方につ

いての自分の意見をまとめ

る。         （１） 

読 文中の言葉を根拠に太一の

生き方・考え方に対する自分の

意見をもち、まとめている。 
          （ノート） 

ま

と

め

る 

 太一の生き方・考え方

についての自分の意見

を、文中の言葉を根拠に

まとめ、交流する。 
２ 
・意見を交流する。  （１） 関 友達の考えと自分の考えを

比べながら、進んで意見を交流

しようとしている。 
       （発言・ノート） 

・立松和平の「いのち」シリ

ーズを読み、「生き方」につい

て自分の考えをまとめる。  
           （３）   

書 「生き方」についての自分 
 の考えがよく伝わるように、

本の言葉を引用するなどして

書いている。   （ノート） 広

げ

る 

 立松和平の「いのち」

シリーズを読み、「生き

方」について自分の意見

をまとめ交流する。 
５ 
・友達と意見を交流し、「生き

方」についての考えを深めた

り広げたりする。   （２） 

関 友達の考えと自分の考えを

比べながら、進んで意見を交流

しようとしている。 
       （発言・ノート） 

 
８ 本時の指導 
 
（１）目標 
  ◎主人公の気持ちの変化を言葉や様子、思いから読み取ることができる。 
 
（２）具体の評価規準 

概ね満足 努力を要する児童への具体的な手立て 
◎主人公の気持ちの変化を主人公の「行動や様子、思

い」を根拠にして読み取っている。 
○主人公の生き方・考え方について自分なりの感想を

もち、書いている。 

・主人公の行動の変化が一番とらえやすいと

考えるので、まず、そこに着目させる。 

 
 
（３）展開 

段

階 学習活動 教師の発問（○）・指示（□） 
予想される児童の反応（・） 支援と評価 

見

通

す 
 
５ 
分 

１ 今日の学習課

題、読みの見通し

を確認する。 

○今日の学習課題は何でしたか。 
 
 
 
○何に気をつけて読めばよいでしょう。 
・太一の行動・様子（表情） 
・瀬の主に対する思い 

・読みの視点、「太一の 
行動・様子（表情）」「瀬

の主に対する思い」を明

確にさせる。 

瀬の主に出会うことによって、太一の

気持ちはどのように変化したのだろう。 



 

深

め

る 
 

30
分 

２ クエに対する

太一の気持ちが

大きく変容して

いる場面を確認

し、音読する。 
 
 
３ クエに出会う

ことによって、太

一の気持ちがど

のように変化し

たのか話し合う。 
 （ひとり学び） 
    ↓ 
 （学びあい） 
    
 
 
 
 
 
  
 
 
４  太一 の 生き

方・考え方につい

て話し合う。 

○クエに対する太一の気持ちが大きく変わっ

ているのは、どの場面ですか。 
・５の場面です。 
 
□５の場面をみんなで読みましょう。 
・５の場面を音読 
 
□瀬の主に出会うことによって、太一の気持ち

がどのように変化したのか、考えましょう。 
・太一の表情から 
 「泣きそうになりながら」から「ふっとほほ 
えみ」への変化。 
・太一の行動から 
 「鼻づらにむかってもりをつき出す」と「も 
りの刃先を足のほうにどけ」の比較。 
・クエへの思いの変化から 
 「追い求めてきたもの、自分の手で倒したい

もの」から「海の命として守りたいもの」へ

の変化。 
 
○瀬の主に出会うことによって、太一の気持ち

は、どのように変化したのでしょう。 
 
 
○太一は、なぜ、泣きそうになったのでしょう。 
・この魚（瀬の主）をとらないと本当の一人前

の漁師になれないから。 
・父を破った瀬の主を殺したいから。 
・自分に殺されたがっていると思ったほど、大

魚がおだやかな目だったから。 
・殺したい気持ちと、殺したくない気持ちで迷

っているから。 
 
○太一は、なぜ、ふっとほほえんだのでしょう。 
・大魚（瀬の主）が、この海の命だと思えたか 
ら。 
・大魚を殺さないと決めたから。 
 
○太一のことをみなさんは、どう思いますか。 
・えらいと思う。 
・父とはちがう考え方だ。 
・瀬の主をとらえたほうがよかったと思う。 

・読みの視点を意識しな

がら音読させる。 
 
 
 
 
 
・文中の言葉を根拠とし

ながら、太一の心の変化

について考えさせる。 
 
・何から考えてよいか迷

っている児童には、「太

一の表情に変化はない

ですか？」「行動に変化

はないですか？」など、

個別に声がけをする。 
 
 
 
 
 
 
 
・太一の心の葛藤をとら

えさせるため、「父を破

った瀬の主をずっと追

い求めてきた」ことを読

み取らせたい。 
・「一人前の漁師」の意

味についても考えさせ

たい。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
・自由に考えを言わせた

い。 
ま

と

め

る 
10
分 

５ 今日の学習を

振り返る。 
□瀬の主に出会うことによって、太一の気持ち

がどのように変化したのかまとめよう。 
 
□今日の自己評価と感想（太一についてどう思

うか）を書きましょう。 

・次時につなげるため、

「太一の考え方に対す

る自分の考え」を簡単に

書かせる。 

◎太一の言葉や行

動・様子を根拠に、

太一の気持ちの変化

をとらえているか。 

○太一の生き方・考

え方について自分の

考えを述べている

か。 



六
年
生 

国
語
ワ
ー
ク
シ
ー
ト 

№
１ 

海
の
命 

 
 
 
 
 
 
 

立
松 

和
平 

  

太
一
は
、
父
を
破
っ
た
瀬
の
主
に
出
会
い
な
が
ら
、
な
ぜ
、
殺
そ
う
と
し
な
か
っ
た
の
で
し
ょ
う
。
そ
れ
は
、
瀬
の
主
と
出
会
う
前

と
後
で
は
、
太
一
の
何
か
が
変
化
し
た
か
ら
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
太
一
の
行
動
・
様
子
を
追
っ
て
い
け
ば
、
き
っ
と
太
一
の
変
化

に
気
づ
く
で
し
ょ
う
。 

 
 
 
 
 
 
 

太
一
の
行
動
・
様
子 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

太
一
の
ま
わ
り 

 
     
 

 
    

   
 
 

 
 

 
                                

父 
・
（ 

 
 
 

）
漁
師 

 

・
大
物
を
し
と
め
て
も
、（ 

 
 
 
 
 
 
 
 

） 

言
う
の
だ
っ
た
。 

「 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

。
」 

・
ロ
ー
プ
を
体
に
巻
い
た
ま
ま
、
（ 

 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

）
。 

１ 太一と父・瀬の主 

・「
ぼ
く
は
、
漁
師
に
な
る
。（ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

） 
 

 
 

海
に
出
る
ん
だ
。
」 

 

（ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

）
太
一
は
、
こ
う
言
っ
て

は
ば
か
ら
な
か
っ
た
。 

瀬の主 
・
（ 

 
 
 
 
 
 
 

）
の
目
。 

・ 

父
の
も
り
を
体
に
さ
し
た
（ 

 
 
 
 

）
は
、 

 

何
人
が
か
り
で
引
こ
う
と
も
（ 

 
 
 
 
 
 

）
。
ま
る
で
（ 

 
 

）
の
よ
う
な
魚
。 

 

３ 太一と与吉じいさ ２ 

・
「
海
に
（ 

 
 
 
 
 
 

）
。
与
吉
じ
い
さ
、
心
か 

 
 
 
 

 
 

ら
感
謝
し
て
お
り
ま
す
。
お
か
げ
さ
ま
で
ぼ
く
も 

 

（ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

）
。 

・
悲
し
み
が
ふ
き
上
が
っ
て
き
た
が
、
今
の
太
一
は 

（ 
 
 
 
 
 
 
 
 

）
で
、
顔
の
前
に
両
手
を
合

わ
せ
る
こ
と
が
で
き
た
。
父
が
そ
う
で
あ
っ
た
よ
う

に
、
与
吉
じ
い
さ
も
（ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

）
。 

 

・
中
学
校
を
卒
業
す
る
年
の
夏
、
太
一
は
（ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

） 
 

た
の
み
に
行
っ
た
。 

・
こ
う
し
て
太
一
は
、
（ 

 
 
 
 
 

）
与
吉
じ
い
さ

の
（ 

 
 
 
 

）
に
な
っ
た
の
だ
。 

与吉じいさ 
・
「
自
分
で
は
気
づ
か
な
い
だ
ろ
う
が
、
お
ま
え
は
、 

（ 
 
 
 
 
 
 

）
漁
師
だ
よ
。
太
一
、
こ
こ
は 

（ 
 
 
 
 
 
 
 
 

）
。
」 

・（ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

）
に
、
毎
日
一
本

づ
り
に
行
っ
て
い
る
漁
師
。 

・
つ
り
を
し
な
が
ら
、
独
り
言
の
よ
う
に
語
っ
て
く

れ
た
。 

「 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

。
」 

・
毎
日
タ
イ
を
（ 

 
 
 

）
と
る
と
、
も
う
道
具

を
片
付
け
た 

４ 太一と母 

・
（ 

 
 
 
 
 
 
 

）
も
は
ね
返
す
（ 

 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 

）
に
な
っ
て
い
た
。 

・
い
か
り
を
下
ろ
し
、（ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

）
。 

・
耳
に
は
何
も
聞
こ
え
な
か
っ
た
が
、
太
一
は
（ 

 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

）
気
分
に
な
っ
た
。 

・
と
う
と
う
（ 

 
 
 
 

）
に
や
っ
て
来
た
の
だ
。 

・
瀬
に
も
ぐ
り
続
け
て
、
ほ
ぼ
（ 

 
 
 

）
が
過
ぎ
た
。 

二
十
キ
ロ
ぐ
ら
い
の
ク
エ
も
見
か
け
た
。
だ
が
、
太
一

は
、
（ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

）
。 

母 
・
「 

  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  

。
」 

 



                
 
 

◎
太
一
の
行
動
・
様
子
か
ら
、
太
一
の
ど
ん
な
気
持 

 
 
 
 

ち
が
読
み
取
れ
ま
す
か
。
読
み
取
っ
た
こ
と
を
付 

 
 
 
 

せ
ん
（
黄
色
）
に
書
い
て
、
そ
の
場
所
に
は
り
ま 

 
 
 
 

し
ょ
う
。 

  
 
 

（
時
間
が
あ
っ
た
ら
挑
戦
！
！
） 

 

◎
瀬
の
主
と
の
出
会
い
に
よ
っ
て
太
一
の
気
持
ち
は 

 
 
 

 
 
 
 

ど
の
よ
う
に
変
化
し
た
の
で
し
ょ
う
。 

変
化
を
見
つ
け
た
ら
、
○
で
囲
み
、
線
で
結
び
つ 

 
 

 
 
 
 

け
ま
し
ょ
う
。 

（
例
）
口
を
し
っ
か
り
閉
じ
て
い
た
。 

 
 
 
 
 
 
 

口
を
大
き
く
開
け
た 

ど
の
よ
う
に
気
持
ち
が
変
化
し
て
い
る
の
か
を
付 

 
 
 
 

せ
ん
（
ピ
ン
ク
）
に
書
い
て
は
り
ま
し
ょ
う
。 

   
 

 

自
己
評
価
（
何
が
で
き
た
か
、
で
き
な
か
っ
た
か
。 

                  

次
は
ど
う
し
た
い
か
。） 

   
 
 
 

 
   

 
  
 
 

 
 
 
 
 

学
習
の
感
想 

 
 
 
 

 
        

５ 太一と瀬の主 

・
水
の
中
で
ふ
っ
と
（ 

 
 
 
 
 
 
 

）
、
口
か
ら
銀
の

あ
ぶ
く
を
出
し
た
。 

 
 

・
も
り
の
刃
先
を
（ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

）
、
ク
エ
に
向

か
っ
て
も
う
一
度
（ 

 
 
 
 
 

）
を
作
っ
た
。 

・
「
お
と
う
、
（ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

）
。
ま
た
会

い
に
来
ま
す
か
ら
。
」 

・
こ
う
思
う
こ
と
に
よ
っ
て
、
（ 

 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 

）
済
ん
だ
の
だ
。 

・
大
魚
は
、
（ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

）
と
思
え
た
。 

・
追
い
求
め
て
い
る
う
ち
に
、
不
意
に
（ 

 
 
 
 
 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

）
も
の
だ
。 

・
太
一
は
海
草
の
ゆ
れ
る
穴
の
お
く
に
、
（ 

 
 
 
 
 

）
を
見
た
。 

・（ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

）
、
太
一
は
冷
静
だ
っ
た
。
こ

れ
が
（ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

） 
 

村
一
番
の
も
ぐ
り
漁
師
だ
っ
た
父
を
破
っ
た
（ 

 
 
 

 

 
 
 

）
な
の
か
も
し
れ
な
い
。 

・
鼻
づ
ら
に
む
か
っ
て
（ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

）
、 

 

ク
エ
は
動
こ
う
と
は
し
な
い
。 

・
（ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

）
よ
う
な 

気
さ
え
し
た
。 

・
こ
の
大
魚
は
（ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

）
と
、 

 

思
っ
た
ほ
ど
だ
っ
た
。
こ
れ
ま
で
数
限
り
な
く
（ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

）
だ
が
、
こ
ん
な
感
情
に
な
っ
た
の
は

（ 
 
 
 
 
 

）
だ
。 

・
こ
の
魚
を
と
ら
な
け
れ
ば
、（ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

） 
 

に
な
れ
な
い
の
だ
と
（ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

）

思
う
。 

瀬の主 
・
ひ
と
み
は
（ 

 
 
 
 
 
 

）
の
よ
う
。 

（ 
 
 
 
 

）
の
よ
う
な
歯
。 

 

（ 
 
 
 

）
を
動
か
す
た
び
、
水
が
動
く
。 

 

（ 
 
 
 
 
 

）
が
魚
の
よ
う
だ
っ
た
。 

・
も
う
一
度
も
ど
っ
て
き
て
も
、
（ 

 
 
 
 
 
 
 
 

）
太
一
を
見
て
い
た
。 

 

（ 
 
 
 
 
 

）
な
目
だ
っ
た
。 

６ 太一のその後 

・
（ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

）
で
あ
り
続
け
た
。 

・（ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

）
し
か
と
ら
な
い
の
だ
か
ら
、 

（ 
 
 
 
 
 
 
 

）
は
全
く
変
わ
ら
な
い
。 

・
巨
大
な
ク
エ
を
岩
の
穴
で
見
か
け
た
の
に
（ 

 
 
 
 
 

）
こ
と
は
、
も
ち
ろ
ん
（ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

）
話
さ
な
か
っ
た
。 

 




